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第
２
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　５
月
の
人
権
講
座
で
は
、
D
V
D
「
見

上
げ
れ
ば
〜
誰
も
が
支
え
合
え
る
社
会
の

実
現
を
め
ざ
し
て
」
を
視
聴
し
ま
し
た
。

　ひ
き
こ
も
り
の
背
景
や
状
態
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
す
が
、
長
期
化
す
る
と
社
会
や
人

に
対
す
る
恐
怖
心
が
強
ま
り
、
本
人
や
家

族
の
人
生
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　こ
の
ド
ラ
マ
で
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
で
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
る
こ
と
の

重
要
性
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
信
頼
で
き
る

他
者
と
つ
な
が
っ
た
り
、
寄
り
添
っ
て
く

れ
る
人
と
会
っ
た
り
で
き
る
「
居
場
所
」

の
存
在
が
回
復
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

も
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　視
聴
後
に
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と

「
寄
り
添
い
支
え
合
え
る
社
会
の
実
現
に

は
？
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
は
、
一
人
ひ
と
リ
が
孤
立

し
な
い
よ
う
周
囲
や
地
域
が
声
掛
け
を
行

う
こ
と
、
相
談
で
き
る
人
や
信
頼
で
き
る

人
、
そ
し
て
友
達
の
ほ
か
に
相
談
セ
ン

タ
ー
の
存
在
が
必
要
で
は
、
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
の
感
想
に
は
「
テ
ー
マ
を
挙
げ
て

い
た
だ
き
意
見
交
換
が
で
き
て
良
か
っ
た

で
す
。
」
と
あ
り
ま
し
た
。

〇
第
４
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
人
権
」

■
講
師
　
尾
崎
　
真
理
子
さ
ん

（
鳥
取
県
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
上
席
主
任
研
究
員
）

■
日
時
　
７
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

■
会
場
　
役
場
防
災
会
議
室

〇
７
月
の
人
権
・
行
政
相
談

■
日
時
　
７
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
向
か
い
）

※

こ
の
日
は
、
弁
護
士
に
よ
る
相
談
所
が
、

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

弁
護
士
相
談
を
ご
希
望
の
際
は
、
予
約
が

必
要
で
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
人
権
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
鳥
取
県
弁
護
士
会
米
子
支
部

（
電
話
０
８
５
９-

２
３-

５
７
１
０
）
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
１
０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ

　
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場

■
日
時
　
７
月
27
日
（
月
）
　
　

　
午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
　
　

■
会
場
　
人
権
セ
ン
タ
ー

■
申
込
　
７
月
24
日
ま
で

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

【
お
知
ら
せ
】

お 

さ 

き

ま  

り  

こ


